
小倉小学校における学校経営の基本構想と研究推進構想 
 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

《わたし》［自分の思いや考えを持ち、自分の価値観から判断し行動する子］ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 （心の内側をよみとる） 
 
 
 
 
 
 

全 教 科 領 域 

めざす子ども像 

○ 豊かな心を持ち、みんな仲良くする子（豊かな心） 

○ すすんで学び、よく考える子（確かな学力） 

○ 心身ともに健康で、生き生きした子（健やかな体） 

教育目標 

『豊かな心情を持ち、よく考え、健康できまりある行動のできる子を育てる』 

の
育
成 

生
き
る
力 

研究主題   「わたし」と集団が響きあえる活動をめざして 

       ― コミュニケーション力を育む ― 

○コミュニケーション能力の育成 
○体験的活動を生かした学習 
○書く活動の重視 
○実践交流を通した指導の工夫改善 

授業研究部 

生活活動部  心の教育部  

○自己肯定感(自尊感情)の育成 
○人権意識の高揚 
○仲間づくり 
○特別支援教育の充実

○主体的な活動の推進 
○基本的生活習慣の確立 
○問題行動への対応 
○交流活動の充実 

          ○分析（実態・評価・心情）  ○文字の獲得  ○意志を伝える 
          ○育てる（論理性）  ○考える（思考力）  ○言葉の獲得 表 現 力 
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視
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一人一人のよさを認める 

個に応じて、その子の立場に立つ 

プラス感覚を身につける 

かかわりを大切にする 

かけがえのない存在として認める 

子どもを見つめ・育み・ 
きたえる共通な視点 

① 学んで得た力 
② 学ぶ力 
③ 学ぼうとする意欲 

研修･研究を授業実践に生かす学校 

地域の期待に応え、開かれた学校 

学ぶ喜びを味わい合う楽しい学校 

生命・健康・安全を大切にする学校

思いやりの心を育てる学校 

期待感 

支 援 

愛 情 

共 感 

心 の 教 育 

生活活動の充実 

総合的な学習の取組 

評価 

計画 

実践 
育む 

・事実を 
・体験を 
・地域を 
・生活を 

（自然・社会・人間・文化）


